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αϩϯのޮՌ

ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
「
サ
ロ
ン
」

【
特
集
】
住
民
主
体
で
つ
く
る

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
現
代
社

会
で
は
、
高
齢
者
の
単
身
化
や
近

隣
関
係
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
る

高
齢
者
の
「
孤
立
」
が
地
域
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
近
年
、
住
民
主
体

の
通
い
の
場
で
あ
る
「
サ
ロ
ン
」

が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
サ

ロ
ン
と
は
、「
身
近
な
と
こ
ろ
で

気
軽
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る

場
」「
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
場
」
の
意
味
で
、
地
域
の
交
流

の
促
進
や
介
護
予
防
効
果
な
ど

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
全
国

的
に
設
置
が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
内
で
も
９
つ
の
行
政
区
で

サ
ロ
ン
が
立
ち
上
が
り
、
精
力
的

に
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

月
号
で
は
、
こ
の
「
サ
ロ
ン
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

総
人
口
に
対
し
て
65
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
が
占
め
る
割
合
を
高

齢
化
率
と
い
い
ま
す
。
高
齢
化
率

が
７
％
を
超
え
た
社
会
を
「
高
齢

化
社
会
」、
14
％
を
超
え
た
社
会

を
「
高
齢
社
会
」、
21
％
を
超
え

た
社
会
を
「
超
高
齢
社
会
」
と
い

い
ま
す
。
日
本
は
１
９
７
０
年
に

高
齢
化
社
会
に
な
り
、
２
０
０
７

年
に
は
21
・
５
％
と
な
り
超
高
齢

社
会
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
29
年

10
月
１
日
現
在
で
は
、
27
・
７
％

と
な
り
、
着
実
に
高
齢
者
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

超
高
齢
社
会
の
進
展

地
域
と
の
つ
な
が
り
を

　  

持
ち
続
け
る
た
め
の

　
　
　
　「
居
場
所
づ
く
り
」

町
民
の
４
分
の
１
が
高
齢
者

　

平
成
30
年
９
月
１
日
現
在
の

「
福
島
県
の
推
計
人
口
」
に
よ
る

と
、
鏡
石
町
の
人
口
に
お
け
る
高

齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
割
合
は

26
・
９
％
、
75
歳
以
上
の
割
合
は

13
・
１
％
で
し
た
。
福
島
県
全
体

で
の
高
齢
化
率
は
30
・
８
％
で
あ

り
、
鏡
石
町
の
高
齢
化
率
は
県
全

体
よ
り
は
低
い
も
の
の
、
高
齢
者

の
割
合
は
近
年
急
激
に
伸
び
て
い

ま
す
。
今
後
も
高
齢
化
率
は
伸
び

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
重
要

課
題
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加

　

近
年
、
少
子
化
や
核
家
族
化
、

近
隣
関
係
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
る

「
家
族
や
地
域
の
つ
な
が
り
・
支

え
合
い
」
機
能
の
低
下
に
伴
い
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
人
暮
ら
し
に
よ
る

「
孤
立
」
に
よ
っ
て
、
孤
独
死
や

詐
欺
被
害
、
災
害
時
の
避
難
が
困

難
に
な
る
な
ど
の
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
孤
立
は
生
き

が
い
の
喪
失
や
認
知
症
の
原
因
に

も
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

地域とのつながり、仲間づくり

　

高
齢
者
の
「
孤
立
」
な
ど
を
防

ぎ
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
の
に
効

果
的
な
試
み
と
し
て
、
近
年
「
サ

ロ
ン
」
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。

　

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
、
お
茶
を

飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り

の
で
き
る
「
居
場
所
づ
く
り
」。

地
域
に
そ
の
よ
う
な
〝
人
と
の
つ

な
が
り
〞
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が

　サロンは、参加した皆さんで
つくる交流の場です。参加することで顔なじみが
増えて、日常生活のなかでも声をかけあったりと、
新たな交流が生まれます。地域で安心して暮らす
ことのできるまちづくりにもつながります。

で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
が
、
地

域
で
の
孤
立
を
防
ぎ
、「
地
域
の

支
え
合
い
」
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ロ
ン
の
運
営
は
基
本

的
に
住
民
主
体
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
分
の
意
思
で
自
分
の
し
た

い
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

で
、
高
齢
者
の
社
会
貢
献
活
動
の

促
進
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
つ

町
内
に
９
つ
の
サ
ロ
ン
が
開
所

閉じこもり予防、見守り効果
　気軽に出向いていける場所が
できること、仲間と過ごす時間が楽しくなると外
出する機会が増えることにもつながります。また、
互いの顔を確認することで、参加者同士の見守り
の効果も期待できます。

地域の情報交換の場
　さりげない世間話の中には
地域の情報が盛りだくさんです。スーパーの買い
物情報から町内の行事や役場から来たお知らせな
ど。また、保健師や専門の方による講話・講座な
ども行われています。

無理なく健康づくり
　家からサロンに出かけるだけ
でも、家の中で過ごしているのとはずいぶん違い
ます。定期的にレクリエーションで体や頭を使っ
たり、みんなで笑いあったりすることも健康づく
り、介護予防につながります。

町 と 町 社 協 が
サ ロ ン を 支 援

　町と町社会福祉協議会では、「高齢
者の健康づくりのための運動・体操」
に特に力を入れており、職員による出
前講座や外部講師の派遣などを行って
います。
　また、町社会福祉協議会では、助成
事業やボランティア養成講座などによ
り、運営面での支援も行っています。
　「近所でやっているサロンについて
知りたい」「ボランティアとして参加
したい」「サロン立ち上げ方法につい
て知りたい」など、サロンについての
相談を受け付けていますので、町福祉
こども課または町社会福祉協議会まで
お問い合わせください。

●問い合わせ先
　福祉こども課（勤労青少年ホーム内）　

☎ 62–2210
　町社会福祉協議会（老人福祉センター内）

☎ 62–6428

出典：「いきいきサロンに取り組もう！」社会福祉法人鏡石町社会福祉協議会

　

町
で
は
、
住
民
主
体
の
通
い
の

場
「
サ
ロ
ン
」
の
、
各
行
政
区
へ

の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
９

月
29
日
に
は
、
町
内
９
つ
目
の
サ

ロ
ン
と
し
て
、
高
久
田
区
に
「
高

久
田
あ
ー
さ
ー
♪
サ
ロ
ン
」
が
立

ち
上
が
り
、
開
所
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
サ
ロ
ン
の
推
進
に

よ
る
「
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
で

生
き
が
い
を
持
ち
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き

と
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

な
が
り
ま
す
。




